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～正副議長、委員会等の～正副議長、委員会等の
� 構成メンバーを選任～� 構成メンバーを選任～
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「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
市

議
会
の
活
動
に
深
い
ご
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解
と
ご
協
力
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い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
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げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
９
月
８
日
、
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
第
36
代
多
賀
城
市
議
会
議
長
に
米
澤
ま
き
子
、

副
議
長
に
鈴
木
新
津
男
が
就
任
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
の
重
さ
を
胸
に
、
透
明
性
と
説

明
責
任
を
重
ん
じ
た
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開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

記
録
的
な
猛
暑
に
よ
り
、
熱
中
症
対
策
の
徹
底
や
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
と
事
業
者
に
与
え
る
影

響
、
防
災
・
減
災
へ
の
備
え
な
ど
暮
ら
し
に
直
結
す
る
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論
が
続
い
て
お
り
、
喫
緊
の
課
題
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
実
効
性
の
あ
る
政
策
提
言
と
検
証
を
重
ね
、
安
心
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
声
を
丁
寧
に
伺
い
、
市
議
会
の
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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長　
米
澤　
ま
き
子

　
　
　
副
議
長　
鈴
木　
新
津
男

米澤まき子 議員………１０票

竹谷　英昭 議員………　７票

池田　　純 議員………　１票

議長選挙の結果 ( 投票の結果 )
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議会新体制発足議会新体制発足
総務産業常任委員会

文教厚生常任委員会

　９月８日に開会した定例会初日、議長、副議長を選任しました。
　また、９月 12 日には各組合等議会議員、常任委員会委員、議会運営委
員会委員の選任を行いました。

　市の政策のうち、総合計画や財政、産業の振興、税金、生活環境、
上・下水道のことなどに関する仕事を調査し、市民代表の立場
からチェックします。

　市長や教育委員会が行う政策のうち、小中学校の教育、文化
財の保存、健康や福祉に関する仕事などを調査し、市民代表の
立場からチェックします。

◎委員長　　○副委員長

◎委員長　　○副委員長

　　氏　名　　 所属会派

◎齋　藤　裕　子　 公明党
○中　田　定　行　 日本共産党

　池　田　　　純　 多賀城の未来を
照らす会

　大　内　裕　太　 自由民主党
　本　間　　　圭　 自由民主党
　千　葉　文　昭　 自由民主党
　根　本　朝　栄　 公明党
　板　橋　惠　一　 多賀城市民の会
　米　澤　まき子 無会派

　　氏　名　　 所属会派

◎阿　部　正　幸　 公明党
○佐　藤　雅　博　 自由民主党
　峪　　　道　子　 日本共産党
　伊　藤　真　弓　 日本共産党
　大　場　和　晃　 自由民主党　　
　森　長　一　郎　 自由民主党
　鈴　木　新津男 自由民主党
　昌　浦　泰　已　 市民クラブ
　竹　谷　英　昭　 新世紀クラブ

齋藤

中田

千葉 根本

板橋

米澤

池田

大内

本間

阿部

佐藤

峪 伊藤

大場

森

鈴木 昌浦
竹谷
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多賀城創建1300年多賀城創建1300年かか らら未来未来へへ向けた 向けた 
令和６年度決算令和６年度決算をを認定認定

　第３回定例会を９月８日(月)から10月３日(金)まで２６日間の会期で開催しました。
　今議会では、多賀城創建1300年記念関連事業などの令和６年度各会計決算の審査を行いま
した。
　市民生活が一層充実するための各種施策を検証するとともに、多賀城の未来を見据えたよ
りよいまちづくりのための議論を行いました。

令和 7 年度に実施された主な事業
（◎第六次多賀城市総合計画における７つの政策分野）

◎政策１　みんなの力で減災　安全で安心
に暮らせるまちづくり（安全安心）
・消防団設備等整備事業
・防災情報管理事業
・市庁舎耐震対策等事業

◎政策２　健やかで優しい　支え合いのあ
るまちづくり（健康福祉）
・こども家庭センター運営事業
・出産子育て応援事業
・放課後児童クラブ施設整備事業
・子ども医療費助成事業

◎政策３　夢と希望が輝く　誰もが成長で
きるまちづくり（教育文化）
・小学校環境整備事業
・地域とともにある学校づくり事業
・令和の万葉大茶会交流事業
・特別史跡多賀城跡復元整備事業

◎政策４　都市と自然の環境調和　快適で
潤いのあるまちづくり（生活環境）
・エコ未来推進事業
・ゼロカーボンシティ推進事業
・汚水施設ストックマネジメント事業
・中央公園魅力創造事業

◎政策５　地域の資源と知恵をいかす　活
気あふれるまちづくり（産業活気）
・農業経営支援事業
・創業支援事業
・観光プロモーション実施事業

◎政策６　地域の未来を共に創る　絆と誇
りを築くまちづくり（地域創生）
・地域経営基盤構築事業
・多賀城創建１３００年記念関連事業

◎政策７　縮減社会への対応　持続可能な
行財政経営（行財政経営）
・公開型ＧＩＳ構築事業

多賀城南門
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多賀城創建1300年多賀城創建1300年かか らら未来未来へへ向けた 向けた 
　 一 般 会 計 決 算 の 内 訳

一般会計歳出 328億3,853万円 〈歳出令和５年度比14.98％増〉

一般会計歳入 332億8,673万円 〈歳入令和５年度比15.72％増〉

歳出

歳入
議会費
2億414万円
0.62%

総務費
91億3,582万円
27.82%

民生費
120億7,660万円

36.77%

衛生費
16億8,757万円
5.14%

労働費
5,936万円
0.18%

農林水産業費
6,489万円
0.20%

商工費
3億110万円
0.92%

公債費
19億6,832万円
5.99%

災害復旧費
0円
0％

教育費
39億449万円
11.89%消防費

11億893万円
3.38%

土木費
23億2,731万円
7.09%

市税
84億6,853万円
25.45%

寄附金
2億3,354万円
0.70%

繰入金
60億1,778万円
18.08%

繰越金
1億3,256万円
0.40%地方譲与税

1億4,789万円
0.44%

地方消費税交付金
15億7,758万円
4.74%

地方交付税
44億403万円
13.23% 

国庫支出金
66億7,862万円
20.06%

県支出金
18億4,147万円
5.53%

市債
13億6,060万円
4.09% その他

24億2,413万円
7.28%
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第３回定例会（９月８日～ 10 月３日開催）結果
　今定例会では、人事４件、条例６件、補正予算５件、その他 6 件の 21 件の議案審議を行いました。

市長が提出した議案

1
教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
麻生川 敦教育長の任期が令和7年9月30日をもって満了することから、後任に市岡 良庸氏を任命したいため、「地方教育
行政の組織及び運営に関する法律」第4条第1項の規定により、議会の同意を求めるもの。

2
教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
現教育委員の小野 聡子委員の任期が令和7年9月30日をもって満了することから、同委員を再任したいため、「地方教育行
政の組織及び運営に関する法律」第4条第2項の規定により、議会の同意を求めるもの。

3
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
現委員の内海 啓二委員の任期が令和7年9月30日をもって満了することから、後任に佐藤 利夫氏を選任したいため、地
方税法第423条第3項の規定により、議会の同意を求めるもの。

4
監査委員の選任につき同意を求めることについて
根本 朝栄委員から、令和7年9月29日をもって退職したい旨の願いがあり、これを承認し、後任として、森 長一郎議員
を選任したいため、地方自治法第196条第1項の規定により、議会の同意を求めるもの。

5
多賀城市議会議員及び多賀城市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について
公職選挙法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、多賀城市議会議員及び多賀城市長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部を改正するもの。

6

多賀城市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例について
中央一丁目の東北学院大学工学部移転跡地の開発に当たり、新たに当該地区における地区計画を定め、建築物等の用途の
制限、建築物の敷地面積の最低限度、建築物等の高さの最高限度等を設け、多賀城市地区計画の区域内における建築物の
制限に関する条例の一部を改正するもの。

7
行政コスト計算に基づく受益者負担の適正化に伴う関係条例の整備に関する条例について
行政コスト計算に基づく受益者負担と実負担の差異を解消することとし、公の施設の使用料及び証明書等交付手数料を改
定するため、関係条例の一部を改正するもの。

8
職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例について
令和6年8月に人事院が行った「公務員人事管理に関する報告」において、「仕事と生活の両立支援の拡充」が示されたことを
踏まえ、「職員の育児休業等に関する条例」等の一部を改正するもの。

9

多賀城市高齢者、障害者等の移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例について

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令」の一部が改正されたことに伴い、多賀城市高齢者、障害
者等の移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を改正するもの。

10
多賀城市布設工事監督者の資格等を定める条例の一部を改正する条例について
建設業法施行令の一部が改正されたことに伴い、多賀城市布設工事監督者の資格等を定める条例の一部を改正するもの。

11
指定管理者の指定の期間の変更について
中央公園第3工区及び第2工区の一部の指定管理者の指定について、令和6年第2回定例会で議決事項のうち、指定の期間
を変更するため、地方自治法第244条の2第６項の規定により議会の議決を求めるもの。

12
令和6年度多賀城市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
令和6年度多賀城市水道事業会計未処分利益剰余金6億8,760万1,734円について、組入資本金へ組み入れることについ
て、地方公営企業法第32条第2項の規定により、議会の議決を求めるもの。

13
令和6年度多賀城市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
令和6年度多賀城市下水道事業会計未処分利益剰余金4億999万9,636円について、減債積立金として積み立て、及び組
入資本金へ組み入れることについて、地方公営企業法第32条第2項の規定により、議会の議決を求めるもの。

14 令和6年度多賀城市一般会計決算及び各特別会計決算の認定について
15 令和6年度多賀城市水道事業会計決算の認定について
16 令和6年度多賀城市下水道事業会計決算の認定について

17
令和7年度多賀城市一般会計補正予算（第2号）
歳出は、ひとり親家庭自立支援給付金事業等の増額補正。歳入は、地方交付税等の増額補正。印刷機等借上料に係る債務
負担行為の追加を行うもの。

18

令和7年度多賀城市一般会計補正予算（第3号）
歳出は、公立保育所再編事業に係る八幡保育所大規模改修工事費の追加補正及び物価高騰に伴う学校給食調理事業の増額
補正を行うもの。歳入は、公共施設等適正管理推進事業債及び新しい地方経済・生活環境創生交付金第2世代交付金の追
加補正並びに物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の増額補正を行うもの。
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委員会付託・審査結果〔5・6・7・9・10・11〕…総務産業常任委員会(可決)　　〔12・13・14・15・16〕…決算特別委員会(可決)
 〔17・19・20・21〕…予算特別委員会(可決)　

第３回定例会　表決一覧
各議員が出した結論は

審
議
案
件
・

請
願
の
番
号

自由民主党 日本共産党 公明党 未
来 多 市 新 審　

議　
結　
果

大
内　
裕
太

大
場　
和
晃

本
間　
　
圭

千
葉　
文
昭

佐
藤　
雅
博

森　
長
一
郎

鈴
木
新
津
男

峪　
　
道
子

伊
藤　
真
弓

中
田　
定
行

阿
部　
正
幸

齋
藤　
裕
子

根
本　
朝
栄

池
田　
　
純

板
橋　
惠
一

昌
浦　
泰
已

竹
谷　
英
昭

米
澤
ま
き
子

議案 1 ～ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

同意
5 ～ 6 ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

7 ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
8 ～ 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
12 ～ 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
14 ～ 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
17 ～ 19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
20 ～ 21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
請願１ × × × × × ※ × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × 不採択
請願２ × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × 不採択

表示の説明　賛成は○　反対は×　退は退席　
※ 米澤議長・森前議長は公正中立の立場から表決に加わらず、無会派になります。
会派名　自由民主党＝自由民主党多賀城市議団　日本共産党＝日本共産党多賀城市議団
　　　　公明党＝公明党多賀城市議団　未来＝多賀城の未来を照らす会　多＝多賀城市民の会　市＝市民クラブ　新＝新世紀クラブ

 ◎請願

 ◎陳情

　１  �国に対する「刑事訴訟法の再審規定（再審法）」の改正を求める意見書の提出を求める請願
　　　（令和７年第２回定例会からの継続審査）

　２　�自衛隊宮城地方協力本部からの募集対象者の個人情報提供の依頼に対し、多賀城市として拒
否することを求める請願

　　　（令和７年第２回定例会からの継続審査）
　　　➡１．２ともに総務産業常任委員会で審査した結果、「不採択とすべきもの」となりました。

　　●ＯＴＣ類似薬の公的保険外し・給付制限の中止を求める陳情
　　●令和８年度理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い

19
令和7年度多賀城市介護保険特別会計補正予算（第1号）
歳出は、令和6年度実績に基づく介護給付費等の国・県等の生産返還金の増額補正。歳入は、令和6年度多賀城市介護保
険特別会計決算に伴う繰越金の増額補正。

20
令和7年度多賀城市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
歳出は、国民健康保険システム改修業務委託料等の増額補正を行うもの。歳入は、子ども・子育て支援事業費補助金の追
加補正を行うもの。

21

令和7年度多賀城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
歳出は、後期高齢者医療システム改修業務委託料及び後期高齢者医療広域連合納付金の増額補正を行うもの。歳入は、令
和6年度多賀城市後期高齢者医療特別会計決算に伴う繰越金の増額補正及び子ども・子育て支援事業補助金の追加補正を
行うもの。

7 たがじょう市議会だより 2025.11



賛成・反対討論令和6年度決算

賛成

賛成賛成

反対多賀城の未来を照らす会
池田　　純

公明党多賀城市議団
齋藤　裕子

自由民主党多賀城市議団
　本間　　圭　

日本共産党多賀城市議団
中田　定行

「深谷市政１期目の集大
成となる市民幸福予算の
適正な執行」

「文化観光元年、多賀城の
歩みを未来へつなぐ決算」

多賀城創建 1300 年記念の年～
「日々のよろこびふくらむまち　
史都　多賀城」構築に向けた決算

「市民の願いに寄り添っ
た市政を求める」

●県や報道機関と一体となった多賀城創建
１３００年の発信

●「まちに賑わいがあると感じる市民割合」「暮
らしの中に多賀城らしさを感じる市民割合」
が増加

●水道料金減免事業等の物価高騰対策関連事
業や、就学援助制度の対象拡大等を実施

●ＱＲコードを利用した納付方法導入等によ
り、市税等の収納率向上と滞納額の減少

●業務効率化により、職員の平均残業時間が減
少

●令和 6 年度は、多賀城創建 1300 年記念事
業を全国に発信し、多賀城碑の国宝指定や政
庁復元構想の発表など、歴史と文化の両面で
大きな成果を収めた一年となった。

　　延べ 54 万人が参加した記念事業は、市民
の誇りと郷土愛を深め、多賀城の新たな魅力
を全国へ示した「文化・観光元年」となった。

●財政面では、5 年ぶりに財政調整基金を繰り
入れつつも、物価高騰や扶助費の増加に的確
に対応し、健全で安定した市政運営を維持し
た。

■一般会計
●防災行政無線の再構築整備、「目で見る」避

難誘導ＬＥＤビジョンの設置など防災情報の
発信システムの構築の拡充を評価。防災・減
災対策に期待する。

●「こども家庭センター」を設置。児童虐待防
止に努め、子育てアプリの活用や、産後ケア
事業など、寄り添う支援体制構築を評価。

●多賀城創建 1300 年記念関連事業の成功を評
価。中央公園スケートパークの施設整備に着
手し、賑わい創出に期待する。

■特別会計
●水道事業の給水人口の減少などの影響の中、

経営努力を評価。

　多賀城市の財政は市民の要望に応えられる。
市民が希望を持って、困っている人を置き去り
にしない、市民に寄り添った市政を要求した。
　水害・耐震改修・交通・環境・市民バス・市
営住宅等市民の声を聴くこと。福祉・医療・介
護は市独自の支援策を講じること。学校給食無
償化・特別教室等へのエアコン設置・ケアハウ
ス整備・保育士確保も求めた。
　市民の命とくらしを守り、生活支援を充実さ
せるよう訴え、反対討論とした。

※�各議員の討論全文をご覧になりたい方は、
こちらのＱＲコードから。
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日
本
共
産
党

自
由
民
主
党

中
田　
定
行

鈴
木　
新
津
男

議
員

議
員

❶
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
自

己
負
担
額
の
軽
減
を

❷
仙
台
塩
釜
港
の「
特
定
利
用
港
湾
」指

定
を
さ
せ
な
い
こ
と

❸
保
険
料
等
の
値
上
げ
が
続
く
中
で
の

社
会
保
障
の
在
り
方
に
つ
い
て

●
遊
休
土
地
の
活
用
・
売
却
に
つ
い
て

　
　
　
　
❶
土
地
開
発
基
金
運
用
報
告

書
に
は
、土
地
面
積
５
，７
１
５
．

８
７
㎡
、土
地
価
格
３
億
６
，６
６
８
万

６
，８
７
０
円
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。塩

漬
け
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
土
地
は
ぜ

ひ
見
直
し
し
、現
金
化
あ
る
い
は
他
の

用
途
に
用
い
る
な
ど
住
民
福
祉
の
向
上

に
役
立
て
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。❷
特
に
高
橋
４
丁
目
の
土
地
は
大

震
災
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
用
地
と
し

て
一
度
利
用
し
た
以
外
ほ
と
ん
ど
利
用

さ
れ
て
い
な
い
。こ
の
西
部
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
用
地
に
つ
い
て
は
、集
会

所
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、地
域
住
民

の
交
流
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
施
設
を
、

さ
ら
に
は
、民
間
事
業
者
の
力
を
借
り

な
が
ら
進
め
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
❶
基
金
財
産
に
つ
い
て
は
、

当
該
土
地
を
取
り
巻
く
状
況
や

住
民
ニ
ー
ズ
等
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
、
土
地
用
途
の
再
検
討
や
活

用
促
進
に
努
め
る
。

問答1答

　
　
　
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
１

回
あ
た
り
の
自
己
負
担
額
は
、

生
で
４
，
９
０
０
円
、
組
換
で
１
万

８
，
１
０
０
円
と
県
内
で
一
番
高
い
。

標
準
的
接
種
費
用
の
半
分
（
そ
れ
ぞ
れ

４
千
円
、
１
万
円
）
に
自
己
負
担
額
を

抑
え
る
べ
き
だ
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
二
市
三
町
と
協
議
し
、
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
他
の
Ｂ

類
予
防
接
種
と
同
様
に
応
分
の
負
担
と

し
、
ワ
ク
チ
ン
価
格
を
自
己
負
担
、
そ

の
他
診
療
報
酬
等
を
助
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
　
　
　
仙
台
空
港
が
国
か
ら
「
特
定

利
用
空
港
」
に
指
定
さ
れ
、
仙

台
塩
釜
港
の
「
特
定
利
用
港
湾
」
化
の

説
明
が
さ
れ
た
。
軍
事
利
用
も
排
除
さ

れ
な
い
仙
台
塩
釜
港
の
「
特
定
利
用
」

指
定
に
反
対
す
べ
き
だ
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
災
害
時
に
自
衛
隊
や
海
上
保

安
庁
の
船
舶
が
仙
台
塩
釜
港
を

利
用
で
き
る
こ
と
で
、
迅
速
な
救
援
・

復
旧
活
動
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

仙
台
塩
釜
港
を
「
特
定
利
用
港
湾
」
と

問1答1問2答2

❷
高
橋
地
区
の
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
用
地
は
、
平
成
22
年
に
地
域
か

ら
の
要
望
が
あ
り
、
活
用
を
検
討
し
て

き
た
。
そ
の
後
10
年
以
上
が
経
過
し
、

地
域
の
状
況
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
従
来
の
活
用
の
方
向
性
に
捉
わ
れ

ず
、
活
用
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

多
賀
城
苑
東
側
の
用
地
に
つ
い
て
は
、

民
間
活
力
も
取
り
入
れ
た
活
用
策
も
含

め
、
地
域
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
大

き
い
活
用
方
法
を
幅
広
く
検
討
し
て
い

く
。

す
る
国
や
県
の
取
り
組
み
に
は
理
解
を

示
し
た
い
。

　
　
　
　
国
保
、
後
期
高
齢
、
介
護
保

険
料
等
の
値
上
げ
が
続
く
中
で
、

市
独
自
の
「
困
っ
て
い
る
人
を
見
捨
て

な
い
」
施
策
が
必
要
。
市
長
と
し
て
ど

ん
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
保
険
税
・
保
険
料
の
増
額
要

因
と
な
る
給
付
費
抑
制
に
は
、

介
護
予
防
や
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
規

則
正
し
い
生
活
習
慣
が
重
要
と
考
え
、

市
民
の
皆
様
と
取
り
組
め
る
よ
う
周
知

啓
発
に
努
め
る
。

問3答3

▲高橋４丁目の土地　奥の建物は多賀城苑

9 たがじょう市議会だより 2025.11
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議
員

議
員

て
い
く
。

　
　
　
　
令
和
９
年
度
の
中
学
校
３
年

生
引
退
以
降
、
市
内
中
学
校
の

休
日
の
部
活
動
を
行
わ
な
い
方
針
が
示

さ
れ
た
が
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を
担
う

運
営
団
体
・
実
施
主
体
の
体
制

整
備
」、「
指
導
者
等
の
質
の
保
証
・
量

の
確
保
」、「
活
動
場
所
の
確
保
」
が
課

題
。
近
隣
の
市
町
と
連
携
し
、
広
域
的

な
施
設
や
指
導
者
の
活
用
、
居
場
所
一

覧
の
作
成
に
取
り
組
む
。

問3答3

❶
部
活
動
地
域
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

❷
熱
中
症
対
策

❸
災
害
対
策

❹
観
光
行
政

▲貞山運河

▲多賀城駅北ビルＡ棟２階のコワーキングス
ペース「SHARE LOUNGE 多賀城」

　
　
　
　
❶
本
市
の
財
政
支
援
に
よ
り

昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
多

賀
城
駅
北
ビ
ル
Ａ
棟
２
階
の
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ　
Ｌ
Ｏ

Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｅ 

多
賀
城
」
の
実
績
と
評
価

に
つ
い
て
。
❷
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
奥
が
未
だ
空
き
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

お
り
、
早
急
な
活
用
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　
❶
初
年
度
目
標
年
間
５
千
人

を
上
回
る
月
平
均
約
１
，０
５
０

人
の
利
用
の
ほ
か
、各
種
イ
ベ
ン
ト
に

多
く
の
方
が
参
加
。地
域
の
交
流
の
場

と
い
う
設
置
目
的
は
相
当
程
度
叶
え
ら

れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。❷
ビ
ル
を
管

理
す
る
多
賀
城
駅
北
開
発
株
式
会
社
が

空
き
ス
ペ
ー
ス
活
用
を
模
索
し
て
お
り
、

市
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
　
　
　
事
業
者
健
診
や
特
定
健
診
の

対
象
外
と
な
る
39
歳
以
下
の
市

民
を
対
象
と
し
た
健
診
を
実
施
す
べ
き

で
は
。

　
　
　
　
若
年
期
か
ら
健
康
意
識
を
持

ち
、
世
代
に
応
じ
た
健
康
行
動

を
体
系
的
に
啓
発
で
き
る
よ
う
、
若
年

世
代
に
効
果
的
な
事
業
内
容
を
研
究
し

問1答1問2答2

峪　
　
道
子

❶
多
賀
城
駅
前
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

❷
39
歳
以
下
を
対
象
と
し
た
健
診
に
つ

い
て

❸
中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て

池
田　
　
純

　
　
　
　
市
内
小
中
学
校
の
部
活
動
の

地
域
展
開
の
現
状
と
受
け
入
れ

団
体
や
活
動
場
所
提
供
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
、
市
内
外
の
施
設
や
団
体
と

の
連
携
な
ど
今
後
の
進
め
方
は
ど
う
な

る
か
。

　
　
　
　
取
り
組
み
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
、
保
護
者
宛
て
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。
多
賀
城
市
部

活
動
地
域
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会

で
居
場
所
整
備
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
る
。

　
　
　
　
熱
中
症
予
防
の
た
め
、
警
戒

ア
ラ
ー
ト
の
周
知
徹
底
と
エ
ア

コ
ン
購
入
補
助
、
電
気
代
の
負
担
軽
減

策
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　

気
象
庁
の
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、

市
の
防
災
ア
プ
リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
、
迅

速
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
。
経
済
産
業

省
が
電
気
料
金
値
引
き
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
本
市
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
７
月
末
の
津
波
警
報
で
市
内

公
共
施
設
等
の
緊
急
時
対
応
の

状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

問1答1問2答2問3

　
　
　
　
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

指
定
避
難
所
の
開
設
等
を
行
っ

た
。

　
　
　
　
多
賀
城
南
門
西
側
の
水
田
の

一
部
を
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
と

し
て
の
活
用
と
歴
史
的
土
木
遺
産
の
貞

山
運
河
に
歴
史
と
大
震
災
か
ら
の
復
旧
、

再
生
等
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
の
設
置
を

提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　

市
の
独
自
判
断
で
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
と
し
て
活
用
を
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
た
め
、
現
時
点
で
実
施

予
定
は
な
い
。
貞
山
運
河
に
パ
ネ
ル
等

を
新
た
に
設
置
す
る
有
用
性
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
い
く
。

答3問4答4

日
本
共
産
党

多
賀
城
の
未
来
を
照
ら
す
会

定例会　一般質問
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議
員

議
員

❶
健
康
増
進
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
」

（
コ
ギ
ー
）
の
導
入
に
つ
い
て

❷
投
票
率
向
上
や
利
便
性
等
に
つ
い
て

❸
全
世
代
型
防
災
教
育
の
取
組
み
に
つ

い
て

●
第
六
次
総
合
計
画　
前
期
基
本
構
想

の
進
捗
は

　
　
　
　
「
み
や
ぎ
県
政
だ
よ
り
」
７・

８
月
号
で
紹
介
さ
れ
た
足
こ
ぎ

車
イ
ス
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
」
が
紹
介
さ
れ
た
。

庁
舎
や
避
難
所
へ
導
入
す
る
と
と
も
に

必
要
と
し
て
い
る
方
へ
周
知
す
る
の
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
は
令
和
３
年
に
３

台
、
令
和
５
年
に
１
台
が
市
内

小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
１
台
は
市

役
所
内
で
試
乗
可
能
と
し
て
い
る
。
障

害
者
週
間
で
の
紹
介
や
、
庁
舎
・
避
難

所
で
の
活
用
も
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　
投
票
所
向
上
等
に
向
け
て
❶

移
動
投
票
所
❷
全
て
の
記
載
台

へ
拡
大
鏡
の
設
置
❸
適
切
な
介
助
が
で

き
る
取
り
組
み
❹
候
補
者
氏
名
を
書
い

た
メ
モ
等
が
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ

と
に
つ
い
て
い
か
が
か
。

　
　
　
　
❶
本
市
の
地
理
的
条
件
を
踏

ま
え
、
先
進
地
を
参
考
に
研
究

し
て
い
く
。
❷
老
眼
鏡
は
設
置
し
て
い

る
が
、
拡
大
鏡
も
投
票
し
や
す
い
環
境

の
た
め
効
果
的
で
あ
り
今
後
の
参
考
に

す
る
。
❸
声
掛
け
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

問1答1問2答2

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
円
滑
な
投
票
を

目
指
す
。
❹
他
自
治
体
を
参
考
に
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
周
知
を
行
う
。

　
　
　
　
全
世
代
型
防
災
教
育
の
取
り

組
み
と
し
て
、
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
、
防
災
士
資
格
取
得
費
用
を
公

費
負
担
及
び
防
災
士
の
活
用
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　
本
市
で
は
人
材
育
成
の
た
め
、

防
災
士
資
格
を
持
つ
職
員
に
よ

る
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
実

施
。
他
自
治
体
も
参
考
と
し
、
対
応
を

研
究
し
て
い
く
。

問3答3

阿
部　
正
幸

公
明
党

佐
藤　
雅
博

自
由
民
主
党

▲健康増進モビリティ足こぎ車イス COGY

▲SILK  ROAD  RUNWAY 2024の様子

　
　
　
　
本
市
も
少
子
高
齢
化
の
影
響

に
伴
い
、
人
口
減
少
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
令
和
17
年
頃
に
は
６
万
人

を
下
回
る
見
込
み
で
あ
る
。
対
策
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
　
　
「
交
流
人
口
の
増
加
」、「
人

口
流
出
の
抑
制
」、「
人
口
自
然

増
の
促
進
」
に
関
す
る
取
り
組
み
を
実

施
し
、「
こ
の
ま
ち
に
住
み
続
け
た
い

と
思
う
市
民
割
合
」
が
75
％
を
維
持
。

　
　
　
　
地
震
や
台
風
等
で
の
自
然
災

害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
い

る
。
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
防
災
の
Ｄ
Ｘ
化
や
県
が
公
表

し
た
津
波
浸
水
想
定
被
害
予
測

を
踏
ま
え
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
見
直
し
、

非
常
食
の
備
蓄
体
制
強
化
な
ど
を
主
に

進
め
て
き
た
。

　
　
　
　
２
０
１
８
年
の
文
化
財
保
護

法
改
正
に
よ
り
、
文
化
財
は
活

用
へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。
本
市
固

有
の
財
産
で
あ
る
多
賀
城
跡
や
南
門
、

多
賀
城
碑
な
ど
を
活
用
し
て
の
促
進
、

拡
大
の
進
捗
状
況
は
。

問1答1問2答2問3

　
　
　
　
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
関

連
事
業
に
よ
り
、
基
本
構
想
で

定
め
た
「
活
用
を
進
め
る
こ
と
」、「
交

流
の
機
会
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
」
の

ベ
ー
ス
は
で
き
あ
が
っ
た
。
今
後
、
交

流
の
促
進
・
拡
大
に
繋
げ
る
。

　
　
　
　
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費

の
増
加
、
物
価
高
騰
に
伴
う
維

持
管
理
費
の
増
加
、
人
件
費
上
昇
な
ど

で
財
政
は
真
に
緊
迫
化
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
持
続
可
能
な
体
制
確
立
の
た

め
、
効
果
的
、
効
率
的
な
行
財

政
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

答3問4答4

定例会　一般質問第3回
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日
本
共
産
党

公
明
党

伊
藤　
真
弓

齋
藤　
裕
子

議
員

議
員

❶
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
と
断
熱
改
修

に
つ
い
て

❷
仙
石
線
の
陸
橋
脇
の
砂
利
道
舗
装
の

整
備
に
つ
い
て

❸
多
賀
城
市
立
図
書
館
に
つ
い
て

❶
手
話
施
策
推
進
法
に
伴
う
本
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

❷
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
つ
い
て

❸
尿
ナ
ト
カ
リ
比
測
定
を
特
定
健
診
に

導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
❶
令
和
７
年
６
月
25
日
施
行

の
「
手
話
施
策
推
進
法
」
に
伴

う
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
❷
手
話

言
語
の
理
解
促
進
に
「
多
賀
城
市
手
話

言
語
条
例
」
を
制
定
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
❶
本
市
で
は
30
年
以
上
前
か

ら
、
窓
口
対
応
の
た
め
介
護
・

障
害
福
祉
課
に
手
話
通
訳
員
を
配
置
。

庁
外
で
手
話
が
必
要
な
場
合
は
、
通
訳

者
の
派
遣
を
行
う
。
ま
た
、
近
隣
市
町

と
合
同
で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
実

施
し
て
い
る
。
❷
市
独
自
の
条
例
制
定

が
必
要
か
は
、
す
で
に
条
例
を
制
定
し

て
い
る
他
自
治
体
の
状
況
等
も
踏
ま
え

研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　
❶
県
の
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依

存
症
対
策
推
進
計
画
」
に
基
づ

く
本
市
の
周
知
啓
発
の
取
り
組
み
は
。

❷
成
人
式
で
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
小

中
学
校
向
け
の
予
防
教
育
の
取
り
組
み

は
。 問1答1問2

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
❶
特
別

教
室
と
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

❷
教
室
の
計
画
的
な
断
熱
改
修
を
早
急

に
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
❶
設
置
費
用
等
様
々
な
課
題

が
あ
る
。
関
係
部
署
と
協
議
を

重
ね
調
査
研
究
を
進
め
、
教
育
環
境
の

充
実
に
努
め
る
。
❷
各
教
室
の
断
熱
化

は
多
額
の
費
用
を
要
し
大
規
模
な
工
事

と
な
る
。
大
規
模
改
修
時
期
等
に
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
多
賀
城
駅
近
辺
の
仙
石
線
陸

橋
脇
（
東
田
中
二
丁
目
、
多
賀

城
駅
前
パ
ー
キ
ン
グ
か
ら
舟
橋
公
園
ま

で
）
の
市
道
船
橋
街
路
一
号
線
の
北
側
、

砂
利
敷
き
部
分
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

を
求
め
た
い
。

　
　
　
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
、
雨

水
排
水
施
設
な
ど
と
一
体
的
な

整
備
が
必
要
と
な
り
多
額
の
事
業
費
を

要
す
る
。
現
地
状
況
、
費
用
対
効
果
な

ど
総
合
的
な
判
断
の
結
果
、
直
ち
に
対

応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

問1答1問2答2

　
　
　
　
❶
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問

題
啓
発
週
間
を
中
心
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
等
で
啓
発
を
実
施
。

❷
成
人
式
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
は
、

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
対
応
し
て
い
る
。

予
防
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
保
健
委

員
会
や
保
健
だ
よ
り
等
を
通
し
て
情
報

提
供
を
図
る
。

　
　
　
　
尿
ナ
ト
カ
リ
比
測
定
を
特
定

健
診
に
導
入
し
、
市
民
の
高
血

圧
予
防
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　
　
　
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
、「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
が
意
識
づ

け
に
有
効
で
あ
り
、
各
種
測
定
機
器
を

用
い
た
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

答2問3答3

　
　
　
　
❶
多
賀
城
市
立
図
書
館
Ａ
棟

正
面
入
り
口
の
本
の
返
却
口
に

屋
根
や
ひ
さ
し
が
つ
い
て
い
な
い
。
人

や
本
が
返
却
の
際
に
雨
に
濡
れ
な
い
よ

う
な
対
策
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。
❷

図
書
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
講
師
と
の
契
約

や
取
り
決
め
に
つ
い
て
は
、
文
書
で
取

り
交
わ
す
よ
う
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
❶
新
た
な
ひ
さ
し
の
設
置
は

建
築
法
上
難
し
い
。
❷
講
師
依

頼
の
際
は
謝
金
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

文
書
や
メ
ー
ル
等
で
業
務
内
容
及
び
報

酬
額
等
の
条
件
を
確
認
し
て
い
る
。
今

後
は
「
同
意
書
」
を
取
り
交
わ
す
こ
と

と
す
る
。

問3答3

▲手話・筆談を表すポスター

◀︎
多
賀
城
市
立
図
書
館
入
口
の
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ

※
他
に
防
災
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

質
問
。

定例会　一般質問
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自
由
民
主
党

千
葉　
文
昭
議
員

❶
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

❷
避
難
所
毎
の
個
別
具
体
的
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
❶
計
画
策
定
が
進
ん
で
い
な

い
理
由
は
何
か
。
❷
市
は
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
❶
支
援
者
と
な
る
地
域
住
民

の
負
担
感
や
抵
抗
感
の
軽
減
が

課
題
で
あ
る
が
、
課
題
の
解
消
に
向
け

た
検
討
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
等
が
原

因
。
❷
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
市
民

へ
の
周
知
を
図
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
課
題
解
消
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
❶
市
に
よ
る
整
備
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
自
主
防
災
組
織

が
自
発
的
に
整
備
を
進
め
た
避
難
所
も

あ
る
。
残
り
の
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

整
備
に
つ
い
て
市
は
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

❷
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
具
体
化
す
る
に
は
避
難

者
数
の
予
測
が
必
要
で
あ
る
が
、
洪
水
・

津
波
時
は
避
難
所
が
開
設
さ
れ
な
い
地

区
の
住
民
は
、
ど
こ
の
指
定
避
難
所
に

避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

問1答1問2

　
　
　
　
多
賀
城
駅
前
等
で
歩
き
ス
マ

ホ
を
多
く
散
見
す
る
昨
今
で
あ

る
。
歩
き
ス
マ
ホ
を
次
の
理
由
か
ら
禁

止
す
べ
き
と
思
い
、
市
長
と
議
論
し
た
。

ま
ず
は
、
安
全
性
の
向
上
。
二
点
目
は

公
共
の
場
で
の
マ
ナ
ー
向
上
。
三
点
目

は
条
例
制
定
を
通
じ
て
、
歩
き
ス
マ
ホ

の
危
険
性
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
。
四
点
目
は
社
会
的
責
任
の
促
進
。

五
点
目
は
事
故
の
減
少
に
よ
る
経
済
的

利
益
。
医
療
費
や
保
険
料
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
。
❶
市
長
は
歩
き
ス
マ
ホ
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。
❷
私
は
、

歩
き
ス
マ
ホ
禁
止
条
例
を
策
定
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
❶
街
中
な
ど
、
多
く
の
人
が

行
き
か
う
場
所
で
も
見
か
け
る

行
為
で
あ
る
が
、
画
面
を
見
る
こ
と
で

視
野
が
狭
く
な
り
、
人
や
物
と
衝
突
し

事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

と
感
じ
て
い
る
。

❷
先
進
的
に
「
歩
き
ス
マ
ホ
」
を
公
共

の
場
で
禁
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

問答

　
　
　
　
❶
総
合
防
災
訓
練
で
の
避
難

所
開
設
や
運
営
に
主
眼
を
置
い

た
訓
練
も
見
据
え
、
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
地
区
の
自
主
防
災
組
織
や
学
校
側

と
も
連
携
を
取
り
、
協
力
を
得
な
が
ら

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
具
体
化
を
進
め
て
い
く
。

❷
指
定
避
難
所
に
は
主
な
対
象
行
政
区

を
割
り
当
て
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
目

安
で
あ
り
、
発
災
時
は
、
現
在
地
を
起

点
に
最
寄
り
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
あ

る
い
は
浸
水
区
域
外
へ
避
難
す
る
こ
と

と
な
る
。
何
よ
り
も
自
ら
の
命
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
行
動
す
る
こ
と
が
重

要
。 答2

条
例
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
条
例
制
定
は

注
意
喚
起
の
一
つ
の
手
段
と
考
え
る

が
、
理
念
だ
け
で
な
く
、
実
効
性
を
い

か
に
確
保
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
条
例
の
制
定
は
考
え

て
い
な
い
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
歩

き
ス
マ
ホ
」
の
危
険
性
を
認
識
で
き
る

よ
う
、
交
通
安
全
に
関
す
る
啓
発
活
動

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
引

き
続
き
注
意
喚
起
に
努
め
る

市
民
ク
ラ
ブ

昌
浦　
泰
已
議
員

●
歩
き
ス
マ
ホ
禁
止
条
例
策
定
に
つ
い
て

◀︎
出
典
：「
国
土
交
通
省
観
光
庁

　
　
　
　
　
　
　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
」

定例会　一般質問第3回



議 論
ピックアップ

　
　
　
使
用
料
等
改
正
の
経
緯
は
。

　
　
　
行
政
コ
ス
ト
計
算
に
基
づ
き
、
公
の
施

設
の
使
用
料
及
び
証
明
書
等
発
行
手
数

料
の
収
入
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
の
間
に
乖

離
が
み
ら
れ
る
施
設
等
に
つ
い
て
使
用
料
等
の

改
定
を
行
う
も
の
。

　
　
　
子
ど
も
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
使
用

料
を
無
償
化
等
す
る
理
由
は
。

　
　
　
子
ど
も
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
積
極

的
な
施
設
利
用
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、

社
会
性
の
習
得
、
孤
独
の
緩
和
、
地
域
社
会
に

お
け
る
共
生
等
の
実
現
を
目
指
し
、
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
施
設
利
用
の
無
か
っ
た
方
々
の
利
用

の
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
。

　
　
　
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料

を
据
置
き
又
は
減
額
と
す
る
理
由
は
。

　
　
　
利
便
性
の
高
い
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
更
な

る
利
用
促
進
に
よ
る
市
役
所
窓
口
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
。

質答質答質答反対
討論

日本共産党多賀城市議団
伊藤真弓 議員

●�公の施設は住民の福祉を増進する
目的で、受益者負担になじまない

●�子どもや高齢者、障害者の無償化
や半額の一方で、一般の方の値上
げをするべきではない

●�コンビニ交付にあたっては、マイ
ナンバーカードが必要。カードを
持つ人と持たない人で区別するの
は平等ではない

行政コスト計算に基づく受益者負担の適正化
に伴う関係条例の整備に関する条例について

～総務産業常任委員会から～
〇公の施設の使用料及び証明書等発行手数料の改定について
　令和８年４月からの公の施設の使用料及び証明書等発行手数料の改定について、多くの議論が交
わされました。
＜公の施設の使用料の改定等対象施設一覧 (R8.4.1 ～ ) ＞

＜手数料を改定する証明等一覧（R8.4.1 ～）＞

施設名 料金改定
無償化等対象区分

子ども
※ 1

高齢者
※ 2

障害者
※ 3

障害福祉
目的利用

市民活動サポートセンター 1.2 倍 － － － 半額

さんみらい多賀城イベントプラザ － 無償化 半額 半額 半額
（既設）

屋内ゲートボール場 － － － － 半額
多賀城公園（野球場）
中央公園（サッカー場、多目的グラウンド） － － － － 半額

中央公園（スケートパーク、3 × 3 コート） － 無償化 半額 半額 半額
市民会館、公民館（中央、山王、大代） 1.2 倍 － － － 半額
総合体育館 1.2 倍～ 2.0 倍 無償化 半額 半額 半額
市民プール、市民テニスコート 1.2 倍～ 1.5 倍 無償化 半額 半額 半額

※ 1 市内在住の子ども（満 18 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日までの間にある者）の個人利用
※ 2 市内在住の高齢者（65 歳以上）の個人利用
※ 3 市内在住の障害者（全等級、介助者１名）の個人利用

対象証明等 改定内容
課税・納税証明等
固定資産台帳登録事項証明及び公課証明等
住民基本台帳（住民票）関係
戸籍の附票交付、身分証明等関係
印鑑登録証交付等
埋火葬に関する証明

200 円から 300 円に増額
ただし、コンビニでの交付が可能な手続きについては、
コンビニ交付手数料を 200 円に据置き

戸籍の謄本、抄本、戸籍証明書交付手数料 450 円に据置き
ただし、コンビニ交付手数料は 450 円から 300 円に
減額

14たがじょう市議会だより2025.11



議 論
ピックアップ

　
　
　
令
和
2
年
度
か
ら
6
年
度
ま

で
の
総
事
業
費
は
。

　
　
　
4
億
８
，
３
３
７
万
4
千
円

と
な
る
。
内
訳
は
、
国
・
県

の
補
助
金
が
2
億
46
万
円
。
多
賀
城

未
来
基
金
等
の
繰
り
入
れ
が
、
２
億

６
，
１
１
６
万
１
千
円
、
一
般
財

源
が
1
，6
1
4
万
5
千
円
に
な
る
。

な
お
、
そ
の
う
ち
1
，
５
０
０
万
円

は「
悠
久
の
絆 

奈
良
・
東
北
の
み
ほ

と
け
展
」の
開
催
に
係
る
出
資
金
の

た
め
、
令
和
5
年
度
に
返
還
さ
れ
て

い
る
。
南
門
事
業
は
別
に
な
る
。

　
　
　
実
施
し
た
事
業
数
は
。

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記

念
式
典
な
ど
、
大
き
く
ま
と

め
る
と
全
部
で
25
に
な
る
。

　
　
　
令
和
7
年
度
以
降
、
事
業
を

継
続
す
る
の
か
。

名
称
を
変
更
し
た
り
、
事
業

を
ま
と
め
た
り
し
な
が
ら
、

そ
の
中
の
多
く
が
継
続
し
て
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
」を
生
み
出
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
令
和
６
年
８
月
25
日
実

施
予
定
だ
っ
た「
東
北
お
ま
つ
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
雨
天
予
報
の
た
め

事
前
に
中
止
に
な
っ
た
。
決
算
額
は
、

令
和
５
年
度
３
８
５
万
８
千
円
、
令

質答質答答質答答質質

和
６
年
度
は
７
２
４
万
円
だ
っ
た
。

こ
の
内
訳
は
。

令
和
5
年
度
決
算
額
３
８
５

万
８
千
円
に
つ
い
て
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
準
備
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事
業
費
と
し
て
、
令
和
6

年
度
決
算
額
7
2
4
万
円
に
つ
い
て

は
脚
本
や
舞
台
企
画
等
の
経
費
と
し

て
約
2
3
1
万
円
、
各
県
か
ら
の
交

通
費
や
謝
金
等
と
し
て
約
4
9
3
万

円
か
か
っ
た
。

　
　
　
雨
天
に
備
え
て
、
屋
内
で
実

施
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

屋
内
も
考
え
る
と
コ
ス
ト
は

２
倍
に
な
る
。
小
雨
で
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

天
候
を
確
認
し
直
前
で
断
念
し
た
。

　
　
　
今
後
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

多
賀
城
市
で
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

　
　
　
今
後
も
、
様
々
な
事
業
で
生

ま
れ
た
縁
を
生
か
し
て
、
多

賀
城
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

例
え
ば
、
山
形
県
の
長
井
市
の「
な

が
い
黒
獅
子
ま
つ
り
」を
、
あ
や
め

祭
り
に
お
呼
び
す
る
等
、
こ
の
取
り

組
み
を
通
し
て
生
ま
れ
た
ご
縁
を
つ

な
い
で
い
き
た
い
。

答答質答答質答

多賀城創建 1300 年記念関連事業について
～決算特別委員会から～

▲いしぶみの譜 - 多賀城創世記 -

▲カワムラ★バンド▲みちのおくの冬物語
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議論の 足 跡
あし あと

あんなこと
こんなこと

質
答 …回答

…質疑

　
　
　
新
規
事
業
の
認
知
症
高
齢
者
等
見

守
り
シ
ー
ル
活
用
事
業
の
取
り
組

み
の
検
証
は
。

　
　
　
周
知
広
報
に
努
め
、
既
存
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
者
に
は
個

別
に
通
知
し
た
が
、
１
０
０
名
分
の
予
算

計
上
に
対
し
て
12
名
の
登
録
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
周
知
の
方
法
や
対
象
者
な
ど
を

検
討
し
て
、
登
録
者
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
令
和
６
年
度
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
情
報
か
ら
見
つ
か
っ
た
件
数

は
。

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
依
頼
は
２

件
。

　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

実
績
は
。

　
　
　

令
和
６
年
度
の
実
績
は
６
７
４

名
。そ
の
う
ち
、小
中
学
生
４
０
６

名
の
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
。養

成
講
座
開
催
回
数
は
20
回
、そ
の
う
ち
４

回
が
小
中
学
校
で
開
催
。受
講
者
の
類
型

実
績
は
４
，９
４
７
名
。

　
　
　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
の
実
績

は
。

　
　
　

４
回
開

催
で
受

講
者
数
が
78
名
。

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

質答質答質答質答

　
　
　
保
育
士
体
制
強
化
事
業
費
補
助
金

の
令
和
６
年
度
の
実
績
は
。

　
　
　

２
施
設
か
ら
補
助
申
請
が
あ
り
、

保
育
支
援
者
３
名
の
雇
用
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
た
。

　
　
　
令
和
６
年
度
で
補
助
金
が
終
了
さ

れ
た
が
、
事
業
所
は
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
１
施
設
当
た
り
最
長
２
年
間
の
補

助
で
あ
り
、
年
々
利
用
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
補
助
を
終
了
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
補
助
金
以
外
に
も
保
育
支

援
者
を
雇
用
し
た
場
合
に
活
用
で
き
る
制

度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
ち
ら
の
活
用
を
促

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業

の
周
知
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
市
内
保
育
施
設
の
施
設
長
が
集
ま

る
会
議
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。
詳
細
な
手
続
き
な
ど
は
別
途
お
知
ら

せ
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

保
育
士
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
な
ど
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　
　
　
保
育
士
の
確
保
・
定
着
を
図
る
た

め
、
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
支
援
な
ど
、

保
育
士
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

保
育
士
確
保
支
援
事
業

質答質答質答質答

　
　
　
令
和
６
年
度
の
消
防
団
募
集
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
年
間
を
通
し
て
市
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
広
報
誌
に
令
和

６
年
９
月
と
令
和
７
年
１
月
に
募
集
の
広

告
を
掲
載
し
た
。

　
　
　
女
性
消
防
団
員
の
募
集
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ
た
の

か
。

　
　
　
特
に
女
性
消
防
団
員
に
限
定
し
た

募
集
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
令
和

６
年
度
中
に
１
名
の
入
団
申
し
込
み
が
あ

り
、
現
在
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
消
防
団
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
活
動

に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
入
団
の
間
口
を
広
げ
る
た
め
に
多

賀
城
市
内
に
勤
め
る
市
外
在
住
の

方
の
入
団
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
活
動
状
況
を
鑑

み
、
市
内
在
住
の
方
に
限
定
し
募

集
し
て
い
る
。

消
防
団
設
備
等
整
備
事
業

質答質答質答

　市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、一つ
一つ質疑を通して審議を深め、採決に臨みます。
　第３回定例会では、決算特別委員会および予算特別委員会において、市当局
との間で主に次のような質疑応答が行われました。

出典：�宮城県ホームペー
ジから

●
決
算
特
別
委
員
会

　
（
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
）
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議論の 足 跡
あし あと

あんなこと
こんなこと

25
台
の
募
集
を
開
始
し
た
。
令
和
６
年
度

中
に
25
台
分
の
申
請
を
受
け
付
け
、
定
期

利
用
分
と
し
て
約
１
６
０
万
円
の
収
入
を

得
る
こ
と
が
で
き
、一
定
の
成
果
が
出
た
。

　
　
　
定
期
利
用
の
狙
い
の
一
つ
に
は
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
※
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
あ
る
が
、
こ
の
対
象
と
な

る
減
免
措
置
の
実
績
は
ど
う
か
。 

　
　
　
令
和
６
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、

定
期
利
用
分
と
し
て
延
べ
28
台
に

許
可
を
出
し
、
そ
の
内
14
台
に
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
（
※
）
に
よ
る
減
免
措
置
を

適
用
し
た
。

※
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
…
自
動
車
を
駅

周
辺
に
駐
車
し
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
で
の
自

動
車
交
通
の
集
中
を
抑
制
し
、
交
通
渋
滞

の
緩
和
、
排
気
ガ
ス
の
削
減
等
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

質答

ｔ

−

Ｃ
Ｏ
２
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
数
値
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　
　
　
目
標
に
対
し
て
は
少
な
い
が
、
市

と
し
て
は
小
さ
な
取
り
組
み
を
コ

ツ
コ
ツ
と
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
　
　
家
電
店
舗
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防

災
ビ
ジ
ョ
ン
に
広
告
と
し
て
掲

載
。

　
　
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
て
市
民
の
行

動
変
容
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

は
。

　
　
　
出
前
講
座
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で

機
会
を
捉
え
、
環
境
啓
発
に
更
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
令
和
６
年
度
か
ら
温
暖
化
対
策
に

導
入
し
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
（
涼
み
場
所
）
設
置
の
状
況
は
。

　
　
　
公
共
施
設
を
２
カ
所
、
民
間
施
設

を
12
カ
所
指
定
し
た
。
引
き
続
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
図
り
、
設
置

箇
所
を
増
や
し
た
い
。

　
　
　
令
和
６
年
７
月
よ
り
25
台
の
定
期

利
用
を
開
始
し
て
い
る
が
そ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
年
間
の
利
用
状
況
な
ど
か
ら
駐
車

場
の
更
な
る
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら
定
期
利
用

質答質答質答質答駅
前
駐
車
場
等
管
理
運
営
事
業

質答

　
　
　
令
和
６
年
度
は
件
数
、
額
と
も
に

減
少
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
返
礼
品
と
諸
経
費
を
50
％
以
内
に

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

加
え
、
郵
送
代
な
ど
の
コ
ス
ト
が
上
が
り

寄
付
額
を
ア
ッ
プ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
一
人
当
た
り
の
平
均
寄
付
額
は
上

が
っ
た
が
、
件
数
が
伸
び
な
か
っ
た
の
は

寄
付
額
の
ア
ッ
プ
が
原
因
の
一
つ
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
本
市
の
方
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
を
利
用
し
て
市
外
に
納
税
し
た

額
と
納
税
さ
れ
た
額
を
比
較
し
た
場
合
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
市
外
に
ふ
る
さ
と
納
税
し
た
方
の

控
除
額
が
約
１
億
３
，
７
０
０
万

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

質答質答

円
あ
り
、
そ
の
う
ち
75
％
が
交
付
税
措
置

さ
れ
る
。
返
礼
品
の
諸
経
費
を
差
し
引
い

た
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
が
約

１
億
３
，
５
０
０
万
円
で
あ
り
、
交
付
税

措
置
分
の
約
１
億
円
が
プ
ラ
ス
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
令
和
６
年
度
の
成

果
は
。

　
　
　
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
、
令
和

６
年
度
に
お
い
て
も
省
エ
ネ
家
電

買
い
換
え
支
援
事
業
を
実
施
し
た
。
申
請

件
数
は
１
８
６
件
で
、
こ
の
事
業
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
量
は
１
３
．
１
４

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業

質答

▲多賀城市ふるさと納税返礼品

▲多賀城駅前駐車場
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全
対
策
、
❸
園
児
の
安
全
対
策
の
３
つ

あ
っ
た
。

　
　
　
そ
の
対
策
は
。

　
　
　
❶
保
育
園
南
側
に
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
し
、
道
路
に
接
続
す
る
こ
と
な

ど
で
交
通
量
の
分
散
を
図
る
。
❷
工
事
中

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
交
通
誘
導
員
を

配
置
し
、
❸
園
児
の
安
全
対
策
と
し
て
は

南
側
設
置
予
定
の
ス
ロ
ー
プ
で
緊
急
避
難

場
所
で
あ
る
末
の
松
山
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移

動
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
　
　
周
知
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　
準
備
が
整
い
次
第
利
用
者
や
地
域

住
民
等
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

あ
る
。

質答質答

　
　
　
先
進
事
例
を
研
究
す
る
と
休
日
に

指
導
す
る
人
、
受
け
皿
と
な
る
団

体
な
ど
〝
人
〟
が
キ
ー
に
な
る
。
本
市
で

は
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
捉
え
て
い
る

が
、
休
日
の
中
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
を

検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
令
和
6
年
度
は
人
・
団
体
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
行
っ
て
い
な

い
。
7
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
制
度
設
計
後
の
運
用
を
考
え
た
時

に
〝
人
〟
に
つ
い
て
、
同
時
並
行

で
検
討
す
べ
き
だ
が
、
そ
の
考
え
方
は
。

　
　
　
市
内
に
は
書
道
や
生
け
花
な
ど
生

涯
学
習
団
体
が
１
７
０
以
上
あ
る

の
で
、
生
涯
学
習
団
体
に
も
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
企
業
な
ど
に
も
働
き

か
け
て
、
中
学
生
の
休
日
の
居
場
所
の
確

保
に
努
め
る
。

　
　
　
９
月
10
日
に
八
幡
保
育
所
大
規
模

改
修
に
伴
う
地
域
説
明
会
が
行
わ

れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
意
見
や
質
問
が

あ
っ
た
か
。

　
　
　
大
き
く
分
け
て
❶
交
通
量
の
増
加

対
策
に
つ
い
て
、
❷
工
事
中
の
安

学
校
部
活
動
地
域
移
行
事
業

質答質答公
立
保
育
所
再
編
事
業

●
令
和
７
年
度
補
正
予
算

質答

　
　
　
必
要
な
職
員
数
は
確
保
さ
れ
て
い

た
の
か
。

　
　
　
利
用
児
童
が
増
え
て
い
る
山
王
小

学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
対

応
な
ど
の
た
め
、
令
和
６
年
４
月
時
点
の

44
人
か
ら
令
和
７
年
４
月
時
点
で
57
人
に

増
員
し
た
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
状
況
は
。

　
　
　
全
教
室
に
配
置
し
て
い
る
。
一
部

教
室
に
経
年
劣
化
に
よ
り
室
温
が

下
が
り
づ
ら
い
エ
ア
コ
ン
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
計
画
的
に
更
新
し
て
い
く
。

　
　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
よ
る
効
果
は
。

　
　
　
入
退
館
シ
ス
テ
ム
上
で
出
欠
状
況

を
確
認
で
き
、
職
員
の
電
話
対
応

等
の
負
担
が
減
っ
た
ほ
か
、
児
童
の
入
退

館
状
況
の
把
握
に
よ
る
保
護
者
の
安
心
感

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
宿
題
も
で
き
る
よ
う
ル
ー
ル
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
関
連
事
業

質答質答質答

　
　
　
登
録
制
メ
ー
ル
お
よ
び
ア
プ
リ
の

登
録
者
数
は
。

　
　
　
メ
ー
ル
が
５
８
１
人
、
ア
プ
リ
が

９
，
７
０
７
人
。

　
　
　
年
々
ア
プ
リ
登
録
者
が
増
え
て
い

る
が
、
市
の
評
価
は
。

　
　
　
お
お
む
ね
順
調
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
市
が
展
開
し
て
い
る
防
災
ア
プ

リ
の
中
身
は
と
て
も
良
い
と
思

う
。
さ
ら
に
登
録
者
を
増
や
す
対
応
は
。

　
　
　
１
人
で
も
多
く
登
録
し
て
も
ら
い

た
い
。
地
道
な
周
知
、
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
多
様
な
媒
体
を
使
い
、

こ
れ
か
ら
も
普
及
に
努
め
る
。

防
災
情
報
管
理
事
業

質答質答質答

議論の 足 跡
あし あと

あんなこと
こんなこと

質
答
…質疑

…回答

▲現在の八幡保育所

▲入退館システム利用時
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▲多賀城防災アプリ▲ 10 月１日大雨時の市防災ビジョン



　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ど
の
部
分
の

修
繕
が
多
い
の
か
。

　
　
　
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
本
体
を
繋

ぐ
ヒ
ン
ジ
部
分
と
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
　
　
修
繕
が
発
生
す
る
要
因
は
。

　
　
　
経
年
劣
化
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の

他
不
注
意
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
１
台
当
た
り
の
修
繕
費
用
は
。

　
　
　
平
均
４
万
８
千
円
程
度
。

　
　
　
次
期
機
種
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
壊

れ
に
く
さ
で
は
。

　
　
　
頑
丈
で
落
と
し
て
も
壊
れ
に
く
い

端
末
機
種
を
選
定
し
た
い
。

　
　
　
丁
寧
に
使
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

取
り
扱
い
周
知
は
。

　
　
　
毎
年
、
保
護
者
へ
は
通
知
を
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
校
長
会
、
教
頭

会
を
通
じ
適
切
に
取
り
扱
い
を
し
て
も
ら

う
た
め
に
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
く
。

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業

質答質答質答質答質答

　
　
　
令
和
７
年
４
月
25
日
オ
ー
プ
ン
か

ら
、
現
在
ま
で
の
来
場
者
数
は
。

　
　
　
８
月
現
在
３
１
，
８
０
０
人
の
方

に
来
場
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
備
品
購
入
費
を
72
万
４
千
円
増
額

し
、
椅
子
を
購
入
す
る
が
目
的
と

数
量
は
。

　
　
　
運
用
の
中
で
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

滞
在
時
間
や
利
用
目
的
を
鑑
み
て

椅
子
を
追
加
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
、
20
脚
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

施
設
維
持
管
理
等
業
務
委
託
料

５
５
４
万
９
千
円
減
額
の
要
因

は
。

　
　
　
各
種
業
務
内
容
等
の
精
査
、
管
理

体
制
の
見
直
し
、
人
員
体
制
の
見

直
し
な
ど
行
い
減
額
と
な
っ
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
管
理
運
営

事
業

質答質答質答

議論の 足 跡
あし あと

あんなこと
こんなこと

▲タブレット破損箇所

▲ガイダンス施設
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令和７年第 4 回定例会開催のお知らせ
次回の定例会は、

12月上旬から
� 開催の予定です。

●正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・
市ホームページでお知らせします。

●定例会本会議、予算・決算特別委員会、
常任委員会（定例会会期中の開催）は、
You Tube でもご覧いただけます。

●市議会会議録は、市ホームページでも
ご覧いただけます。

スマートフォンで
議会中継をご覧に
なりたい方のアク
セスはこちらから

市議会に
おける 活動状況のお知らせ

（令和７年 7月～ 9月）● 7 月● 7 月

● 8 月● 8 月

● 9 月● 9 月

・　２日　広報特別委員会
・　９日　広報特別委員会
・１１日　広報特別委員会
・１６日　多賀城市議会ハラスメント防止条例等策定委員会
・１７日　議会ＩＣＴ推進検討委員会
・２２日　議会運営委員会、多賀城市議会ハラスメント防止研修

・　５日　議会ＩＣＴ推進検討委員会
・　７日　多賀城市議会ハラスメント防止条例等策定委員会
　　　　   総務産業常任委員会
・１８日　全員協議会
・１９日　全員協議会
・２１日　議会運営委員会

・　１日　広報特別委員会
・　３日　議会ＩＣＴ推進検討委員会
・　４日　多賀城市議会ハラスメント防止条例等策定委員会、
　　　　   議会運営委員会
・　８日　広報特別委員会
・　８日～１０月３日　第３回市議会定例会
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今回の表紙

編
集
後
記

市内小学校児童会の皆さんをシリーズで紹介します。
　
　今回御紹介するのは、城南小学校若草児童会の皆さん（６年生８人、５年生８人）です。
　皆さんに、「児童会の活動」、「城南小学校の自慢」や「多賀城市の魅力」などについてインタビューしました。
�
★児童会の名称

●�若草児童会

★児童会の主な活動  
●�１年生を迎える会、６年生を送る会
●�城南祭り
●�ハッピーボックス
●�代表委員会運営、朝会でのあいさつなど

★城南小学校の「ここが自慢」
●国宝多賀城碑、南門、東北歴史博物館が学区内にあり歴史が身近にある
　こと

★城南小学校をこんな学校にしたいという想い
●�協調性があり、世界一居心地が良い学校

★多賀城市のここが好き！
●�多賀城創建１３００年の歴史
●�公園が充実
●�あやめまつりや万葉まつりなどお祭りが市内各所で開催

★多賀城市が「もっと○○なまちになってほしい」
●�今のままでも素敵だが、もっと多くの人に多賀城の魅力を知ってもらい、にぎわうまちになってもらい

たい

　
22
．２
％
と
い
う
数
字
、こ
れ
は
多
賀
城
市
の
女
性

議
員
の
割
合
で
す
。全
国
の
市
町
村
議
会
に
お
け
る

女
性
議
員
の
割
合
は
16
．７
％
で
あ
り
、さ
ら
に
15
．

３
％
の
自
治
体
で
は
女
性
議
員
が
一
人
も
い
な
い
議

会
も
存
在
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
び
の
議
会
人
事
に

よ
り
、多
賀
城
市
で
初
め
て
女
性
議
長
が
誕
生
し
ま

し
た
。国
政
に
目
を
向
け
て
も
、近
年
は
多
様
な
リ
ー

ダ
ー
が
活
躍
す
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。し
か
し
、

依
然
と
し
て
多
様
性
に
課
題
が
残
る
議
会
も
あ
り
、

年
齢
層
や
性
別
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
面
で
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
政
治
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
多
賀
城
市
議
会
で
は
、
年
齢
や
性
別
な
ど
多
様
な

背
景
を
持
つ
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
情

報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
編
集
に
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

　
（
大
場　
和
晃
）

委 

員 

長　
佐
藤　
雅
博

副
委
員
長　
齋
藤　
裕
子

委　
　
員　
伊
藤　
真
弓

委　
　
員　
池
田　
　
純

委　
　
員　
大
内　
裕
太

委　
　
員　
大
場　
和
晃

広報特別委員会

　児童会活動の一つハッピーボックスは、感謝の手紙を投函し、お昼の放送で紹介する取り組みで、善い
行いもありがとうの気持ちもたくさんの人に届く素敵な取り組みでした。御対応いただいた児童の皆さん、
先生方、ありがとうございました。� （レポーター　大内　裕太）
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